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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学１、２年生の必修英語授業の中にキャリア教育エクササイズを導入
し、英語が将来の仕事や就職活動に与える影響を意識させることで、英語学習モチベーションの向上を試みた。
アンケートと学生インタビューを用いてその効果を検証したところ、就職や将来の仕事における英語の重要性を
意識することができた学生の多くは、外発的動機づけの外的調整が２年間を通じて高く、英語力も向上する傾向
にあることが分かった。しかしその一方で、英語習熟度の低い学生の多くは、自分の将来や就職と英語学習を結
びつけることができなかった。

研究成果の概要（英文）：Career education exercises were incorporated into mandatory English classes 
for the first-, and second-year students, in order to make them consider the importance of English 
for job seeking and their future careers, through the activities of creating present and future 
resumes as well as keeping weekly logs. The effects were measured through questionnaires and 
interviews and it was found that those who were able to recognize the importance of English tended 
to keep their external regulation high over two years. This was due to encouraging them to think 
about how they could use English for job seeking purposes and in their future jobs, whereas the 
exercises did not motivate the lower proficiency students, because they failed to imagine their 
future-selves using English.

研究分野： 英語教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル化の加速する日本において、英語の重要性はますます高まっているにも関わらず、日本人大学生、特
に非英語専攻学生における、英語学習モチベーションの低下がしばしば指摘されている。本研究では、キャリア
教育を英語授業に取り入れるという試みを実践し、大学生の英語学習モチベーション減退という問題に取り組ん
だ。その結果、比較的英語習熟度の高い学生には、キャリア教育エクササイズはモチベーションと英語力の向上
に効果があることが分かった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

大学受験が終わった後、多くの大学生、特に非英語専攻学生は、英語を学習するモチベーショ
ンが低下すると言われている。例えば Berwick & Ross (1989)は、大学 1 年生の英語学習モチベ
ーションを１年間調査し、多くの学生のモチベーションの低下を報告しており、大学受験後に英
語を勉強する目的を失ってしまったことが原因だとしている。さらに、Sawyer (2007)や Miura 
(2010)は、非英語専攻の大学生は専門科目や課外活動により多くの力を注ぐ傾向にあるため、英
語学習意欲は低下すると述べている。その一方で、Hayashi (2005)によると大学３年生は就職活
動が近づくため、英語学習意欲が高まるという結果が報告されている。さらに Iwamoto (2017)
では、大学入学後に理工学部生の英語学習モチベーションは低下してしまったが、２年生の終わ
りから就職活動を意識するようになった結果、一部の学生のモチベーションが向上したことが
分かった。 

大学生の就職活動において、企業の求める人材の高度化と学生の未成熟化という問題点が指
摘されるようになり、その問題に取り組むため 2000 年代に入って多くの大学がキャリアセンタ
ーを設置し始めた (谷内, 2014) 。そこでは、大学３、４年生の就職支援だけでなく、１、２年
生に対する早期キャリア教育を実施している。早期キャリア教育では、学生に早い時期に仕事と
人生の結びつきを考えさせて、主体的に行動し充実した大学生活を送るようにさせることを目
的とする。本研究では、この早期キャリア教育を理工学部 1、2 年生の必修英語授業に取り入れ
る試みを行った。 
 
２．研究の目的 

先行研究より、多くの大学生は英語学習モチベーションが低下する傾向にあるが、Hayashi 
(2005)や Iwamoto (2017)の結果から、就職活動が近づき将来のキャリアを考え始めると、モチ
ベーションが高まることが分かった。そのため本研究では、英語授業の中でキャリア教育を導入
し、英語力が将来の仕事や就職活動に与える影響を意識させることにより、英語学習モチベーシ
ョンと英語力の変化を調査した。 

具体的には、以下の試みを実践した。（１）平成 28 年度理工学部入学生を対象に、1、2 年生
の必修英語授業に、キャリア教育エクササイズ（自分を知る活動、現在と未来の英文履歴書、英
文履歴書の添え状、英文ログノート）を導入した。（２）理工学部の協定校アメリカ・ペース大
学の教員を招聘し、理系学生の留学やアメリカのキャリア教育に関する講演会を平成 28 年度と
29 年度に開催した。（３）実践的英語運用能力の学習支援として、グローバル・コミュニケーシ
ョン・スペースを設置し、ディスカッションクラブや個別指導を実施し、授業外でも学生が英語
に触れられる機会を提供した。 
 
３．研究の方法 

研究対象者は平成 28 年度理工学部新入生 800 名である。彼らの 1、2 年次の必修英語授業に
キャリア教育を導入した。 
(1) キャリア教育エクササイズの実施 
① 自分を知る活動 
 自分史を英語で書かせる。自分の過去を振り返ることで、自分の成長の土台や大学に入った目
標について考えさせる。さらに自分の長所と短所について英語で書かせる。これにより、自分の
得意なこと・価値観について考えさせることができる。 
② 現在と未来の英文履歴書作成活動 
最初学生に現在の履歴書を作成させ、これにより学生は現状把握をする。次に未来の履歴書で

は、3 年次の終わりの自分、つまり就職活動直前の自分を想像して、その時点の履歴書を作成し
ていく。履歴書には日付も記入するため、大学生のこの時期に留学をする、インターンシップを
する、資格を取る、TOEIC テスト 700 点を取得するなど、未来の目標を作成することができる。
そして毎学期履歴書の更新をしていき、この際に未来の履歴書で計画した事柄を遂行できてい
れば、現在の履歴書に書き移す。もし新たな目標ができたならば、未来の履歴書に記入する。２
年秋学期には履歴書の添え状を作成させ、履歴書に基づく自己アピールを書かせた。 
③ 英文ログノート 
 学生たちに毎週何らかの知的活動をさせる（本を読む、新聞記事を読む、教養番組を見る、美
術館に行く、英語ディスカッションクラブに参加するなど）。そして毎週行った知的活動につい
て１パラグラフの報告を英語で書かせる。これを毎学期、９週間実施する。知的活動についての
週間ログノートをつけることで、自分の活動を振り返り、毎日の生活における知識・能力の獲得
を意識させることを目的とする。 
(2) 効果の検証 

キャリア教育を導入した英語授業の効果を検証するため、混合研究法を用いて、量と質両方の
データを収集する。量的データについては、自己決定理論 (Deci & Ryan, 1985) に基づくアン
ケートを作成した（アンケートの回答には６ポイント・リカートスケールを使用）。同一のアン
ケートを 2 年間実施し、学生の英語学習モチベーション変化を長期的に調査した。また英語力変
化を測定するため、２年間で 3 回分の TOEIC-IP スコアを収集した。質的データに関しては、2
年間の英語必修授業終了後、21 名の学生に個別インタビューを実施し、キャリア教育を導入し



た英語授業の感想や英語モチベーションの変化について聞き取り調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）量的データの分析 
 収集したアンケート・データを、統計ソフト SPSS を使って因数分析をした。その結果、４因
子が見つかった：内発的動機(例：英語を学ぶことは楽しい)、同一調整(例：自分の将来にとっ
て、英語は重要だと思う)、取り入れ調整（例：英語が話せないとうしろめたい感じがする）、外
的調整(例：就職に有利になるため英語を勉強している)。４因子全てアルファ係数は.70 以上で
あった。 
 次に、英語学習モチベーション変化と英語能力変化の関連性を調査するため、３回の TOEIC-
IP スコアから、２年間で継続的にスコアが上昇した学生 103 名（上昇グループ）と下がった学
生 111 名(下降グループ)を抽出し、分析を行った。上昇グループは１回目のスコア平均点は
316.94 点（標準偏差 77.84 点）、2 回目は 395.10 点(96.08 点)、3 回目は 434.71 点 (111.63 点)
に上昇した。一方で下降グループは、1 回目のスコア平均点は 332.34 点 (標準偏差 58.75 点)だ
ったが、2 回目は 322.43 点(62.95 点)、3 回目は 257.12 点(64.68 点)に下がった。 
 TOEIC スコア変化が２年間のモチベーション変化とどのような関係があるかを調査するため、
反復測定分散分析を行った。群内因子は時間(Time 1 = 1 年生 4 月、Time 2 = 1 年生 1 月、Time 
3 = 2 年生 1 月)、群間因子はスコア変化（上昇と下降）、従属変数は動機付け要因（内発的、同
一、取り入れ、外的）である。分析の結果、内発的動機と外的調整において、時間とスコア変化
に有意の交互作用が見られた：内発的動機：F (2, 424) = 8.62,p < .01、外的調整：F (2, 424) = 
3.63,p < .05。すなわち、同一調整と取り入れ調整では、上昇グループと下降グループのモチベ
ーション変化に大きな違いはなかったが、内発的動機と外的調整において、上昇グループと下降
グループで、モチベーション変化に違いがあったことが分かった。 
 同一調整と取り入れ調整は、両グループとも、1 年次の終わりに有意の低下が見られた。同一
調整においては、下降グループで２年次の終わりに更なる有意の低下があったが、上昇グループ
では変化は見られなかった。取り入れ調整は、両グループとも 2 年次には有意の変化はなかっ
た。 

次に、両グループで有意の違いが見られた内発的動機と外的調整について見ていく。最初に内
発的動機においては、以下の図に示すように、上昇グループは２年間で有意の変化は見られなか
った。下降グループの内発的動機は、１年生の終わりに有意の低下があった（線グラフの黒点は
有意の変化があることを示す）。内発的動機が高い学生と英語力向上の関連は過去の研究でもし
ばしば報告されており(e.g., Noels et al., 1999, 2000)、本研究でも同様の傾向が明らかになった。 
 

 
続いて外的調整においては、上昇グループは２年間で有意の変化はなかった。下降グループは、

２年生の終わりに、有意の低下があった（下の図を参照）。外的調整の要因には「良い仕事を得
るために英語を勉強している」「英語資格試験のために英語を勉強している」という項目が含ま
れており、キャリア教育と関連した英語学習動機づけと言えるだろう。上昇グループの学生は、
おそらくキャリア教育エクササイズにより、就職や将来の仕事における英語の重要性を意識す
ることができたのではないか、そしてそれが英語力向上につながったと言えるだろう。反対に、
下降グループの学生たちは、キャリア教育エクササイズにより英語学習モチベーションを高め
ることはできず、英語力も低下してしまった。 
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（２）質的データの分析 

2 年間の必修英語授業が終了した後、21 名の学生を対象にインタビュー調査を実施し、授業
でのキャリア教育、特に 2 年間続けた「現在と未来の英文履歴書」と「英文ログノート」につい
て聞き取りを行った。英文履歴書については、ためになったという意見と、それほど影響を受け
なかったという意見の両方があった。１年生の最初の時期に、自分の現在の履歴書に空欄が多い
ことにショックを受けた学生もいるが、「１年生のうちはまだいい」と考える学生もいた。しか
し２年生になっても空欄が多いと、ほとんどの学生が焦りを感じたと答えた。また、現在の履歴
書が徐々に埋まっていくことで充実感を感じるという意見もあった。このことから学期毎に、現
在と未来の履歴書を更新させることは有効であることが分かった。だが履歴書作成活動が必ず
しも英語学習動機づけと結びつくわけではなく、特に英語力の低い学生は、英語を使用する仕事
を避ける傾向にあり、自らの就職や仕事と英語の関連性を見出せなかった。 

次に英文ログノートについては様々な意見があった。１週間に１パラグラフの課題について、
ちょうどよかったと感じる学生と負担であったと感じる学生の両方がいた。自主的に知的活動
を行っているため、書くことに困らない学生がいた一方で、なかなか書くことが見つからない学
生もいた。ログノートを書くために、新聞を読むなど知的活動を行ったという学生もいたため、
半ば強制的ではあるが、知的活動を促進できたようである。そして、毎週１パラグラフの英語を
書くという活動は、英語力向上に役立ったという声が多く聞かれた。  
（３）考察 

キャリア教育エクササイズにより、就職や将来の仕事における英語の重要性を意識すること
ができた学生の多くは、外的調整が 2 年間を通じて高く、英語力も向上する傾向にあった。よっ
て、英語授業でのキャリア教育は一定の効果を上げることができたと言えるだろう。しかし効果
が見られた学生は、英語を使った将来を意識することのできた、比較的英語習熟度の高い学生が
多かった。その一方で、多くの英語習熟度の低い学生は、自分の将来や就職と英語学習を結びつ
けることが出来ず、英語学習モチベーションが下がり、その結果英語力が低下してしまった。今
後の課題として、英語と自らの就職や仕事に関連性を見出せない英語習熟度の低い学生に対し
ては、英語を学ぶことがより豊かな人生へつながるとする「ライフキャリア」に基づくエクササ
イズを考案し実施する必要性を感じた。 
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